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企画展 

こわ～い お化け浮世絵展 

2026年 7月 11日［土］～ 9月 6日［日］ 

 

 

 
 
 

 
 

1 、歌川国芳《相馬の古内裏・滝夜叉姫と大骸骨》 

江戸時代のおわり、怪談ブームが巻き起こります。夜な夜な人々が集まって百の怪談話をする「百

物語」という遊びの流行し、文学作品や芝居、落語でも怪談を題材にしたものが次々と誕生しまし

た。その流れは娯楽のツールでもあった浮世絵にも及び、人気絵師たちは競うように“お化け”を描

き、江戸の人々は版画を手にして涼をとっていました。“お化け“を題材にした浮世絵では幽霊の他に

も、人を欺
あ ざ む

く猫・狸・狐などの動物たちや、恐ろしくも時にユーモラスな姿を見せる妖怪たち、巨大な化

け物に立ち向かう武者の姿など多岐にわたる世界を展開していきました。 

本展では葛飾
か つ し か

北斎
ほ く さ い

、歌川
う た が わ

国
く に

貞
さ だ

、国
く に

芳
よ し

、月岡
つ き お か

芳
よ し

年
と し

など江戸時代から明治にかけて活躍した絵師た

ちによる浮世絵と肉筆作品あわせて約 90 点、展示いたします。“お化け”たちが展開する、“妖怪変

化”の世界をお楽しみください。 
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■本展の見どころ 
 

 

 

 

 

2、葛飾北斎《百物語 笑ひはん

にや》 

3、月岡芳年《新形三十六怪撰 

源頼光土蜘蛛ヲ切ル図》 

 

1. バラエティに富んだ“お化け”たち 

 

本展は「百物語」、「幽霊」、「妖怪」、「妖術使い」、「お化け退治」の 5

部構成で展示いたします。 

「百物語」は夜な夜な人々が集まり怪談話をする遊びで、『東海道四

谷怪談』のお岩や『小幡小平次』、『皿屋敷』のお菊などの幽霊が登場し

ます。また歌舞伎の題材にもなった「累」や歴史を題材にした『源平合戦

の怨霊』に登場する幽霊も紹介します。 

幽霊の他にも、人を欺く猫や狐などの動物、妖怪もご紹介。妖怪を自

由自在に操るダークヒーローが登場する「妖術使い」や、反対に武者（ヒ

ーロー）たちによる“お化け退治”もご覧いただきます。その中には、土蜘

蛛や鯉、蝙蝠など奇怪な姿でありながら、コミカルな姿も見せてくれる、

“こわい”だけではい、バラエティに富んだ「お化け浮世絵」の作品をお楽

しみください。 

 

２. 浮世絵の名手たちによる競演 

 

江戸時代終わりから明治時代にかけて制作された浮世絵を中心に

展示します。奇抜な発想で名画を生み出す葛飾北斎（1760-1849）、

役者絵と美人画の名手、歌川国貞（三代豊国）(1786-1864)、そして

武者絵などで才能を発揮し大胆な作風を展開していった歌川国芳

（1797-1861）や、その国芳の系譜を受け継ぎながらも、明治以降も

細かな描写で実在感を表現していった月岡芳年(1839-1892)など、浮

世絵界を牽引した画家たちの名品が一堂に会します。 

 

３．肉筆画による「お化け絵」 

 

本展は、浮世絵版画とは一味違った、肉筆で表現された「お化け」もご覧いただきます。墨や筆の

質感が感じられる《一つ目小僧》や、江戸時代からの幽霊画の系譜を継いだ松村呉春(1757-1811)

による作品、妖怪たちの賑わいを様々な場面からユーモアあふれる描写で《妖怪嫁入り絵巻》など

10 点以上を展示します。 
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■ 開催概要 

 
■会期中のイベント   
 

 

 
 

〇 「日光出前寄席 真夏の怪談噺」 
日時：8 月 8 日（土） 

会場：美術館エントランスホール 

出演：桂扇生 ほか 

料金：自由席 2,000 円 

チケット発売：7 月 11 日(土)より 

美術館窓口、お電話にて受付開始 

 

 

〇 当館学芸員によるギャラリートーク 

日時：7 月 11 日（土）、8 月 11 日（火・祝）、9 月 5 日（土）

各時間＝午前 11 時～11 時 30 分 

参加費：入館料のみ 

参加方法：事前申込不要 

〇 ワークショップ 

「自分の好きな「妖怪」を版画で作ろう」 

日時：8 月 2 日（日）午後 1 時から 3 時 30 分 

会場：美術館エントランスホール 

講師：三浦麻梨乃（版画家） 

対象：小学 3 年生～中学生 

※小学生は保護者の方の同伴要 

定員：15 名 

参加費：500 円（材料費込み） 

参加方法：事前予約制、7 月 11 日(土)より 

美術館窓口、お電話にて受付開始 

 

           

会期：2026 年 7 月 11 日［土］～ 9 月 6 日［日］ 

会場：小杉放菴記念日光美術館 

開館時間：午前 9 時 30 分 ～ 午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで） 

休館日：毎週月曜日（７月２０日［月・祝］は開館し、７月２１日を休館） 

入館料：一般 1,000（900）円、大学生 510（630）円、高校生以下無料 

※（ ）内は 20 名以上の団体割引料金 

※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、日光市公共施設使用料免除カードの交付

を受けた方とその付き添いの方１名は無料 

※第３日曜日「家庭の日」（７月１９日、８月１６日）は、大学生・専門学校生以下無料 

※日光市民は一般 400 円、大学生 300 円、高校生以下無料 

主催：公益財団法人 小杉放菴記念日光美術館／日光市／日光市教育委員会/下野新聞社 

企画協力：株式会社アートワン 

お問い合わせ：小杉放菴記念日光美術館 

Tel:0288-50-1200  Fax:0288-50-1201 

〒321-1431 日光市山内 2388-3 

担当：学芸課 田邊健 

tanabe-ken(a)khmoan.jp  ※(a)を＠に変更してください。 

カッパと眠り猫 ©三浦麻梨乃 
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主な出品作品 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 、葛飾北斎《百物語 小幡小平次》 

 

6 、歌川国貞（三代豊国） 

《見立三十六歌撰之内 累の亡魂》 

7 、月岡芳年《新形三十六怪撰 

老婆鬼腕を持去る図》 

 

8、歌川芳藤《五拾三次之内 猫の怪》 

 

10 、竹内柳蛙（五代 歌川邦政） 

《一つ目小僧》 

 
9、歌川芳艶《大江山酒呑退治》 

 

４、落合芳幾《百物語 四ツ谷》  
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企画展 

こわ～い お化け浮世絵展 

 
FAX: 0288-50-1201 

E-mail: tanabe-ken (a)khmoan.jp  ※(a)を@に変更してください。 
小杉放菴記念日光美術館 田邊行 

 
 
 
■ 画像ご使用に際してのお願い 
・ご希望の図版の左枠内に✔を入れて、FAXかメールにてお送りください。 
・使用目的は、本展のご紹介のみに限ります。 
・画像は、原則、全図でご使用ください。トリミング、部分使用、文字のせは無断で行なわないよう、 
お願いいたします。 

・掲載する場合は、作者名と各画像のキャプション以下を必ず記載してください。 
・画像のご使用は１申込につき１回とし、使用後のデータは破棄してください。 
・基本情報確認のため、展覧会担当まで一度校正紙をお送りください。 
・掲載見本を展覧会担当までご送付いただきますよう、お願いいたします。 
 

✔ No. 作品 
 １ 歌川国芳《相馬の古内裏・滝夜叉姫と大骸骨》 
 ２ 葛飾北斎《百物語 笑ひはんにや》 

 ３ 月岡芳年《新形三十六怪撰 源頼光土蜘蛛ヲ切ル図》 

 ４ 落合芳幾《百物語 四ツ谷》 

 ５ 葛飾北斎《百物語 小幡小平次》 
 ６ 歌川国貞（三代豊国）《見立三十六歌撰之内 累の亡魂》 
 ７ 月岡芳年《新形三十六怪撰 老婆鬼腕を持去る図》 

 ８ 歌川芳藤《五拾三次之内 猫の怪》 

 9 歌川芳艶《大江山酒呑退治》 
 10 竹内柳蛙（五代 歌川邦政）《一つ目小僧》 

 
 
貴社名：                     掲載メディア：                     
 
ご担当者名：                   Tel :                                              
 
Fax：                   E-mail：                                


